
 

施設等利用費の請求書の書き方（預かり保育料・参考例） 

①請求日は空欄にしてください。 

②認定通知書に記載された認定保護

者名を記入し、押印してください。 

現住所は子どもの住所地を記入して

ください。 

③３歳から５歳児の認定種別は【２

号】にチェックを、満３歳児は【３号】

にチェックしてください。 

認定番号は認定通知書に記載された

７桁の番号を記入してください。 

住所が変わっていない場合は【現住所

のとおり】にチェックしてください。 

④在園している幼稚園名を記入して

ください。 

在籍状況が変わっていない場合は【期

間中在籍】にチェックしてください。 

⑤認定保護者名義の口座情報を記入

してください。ネット銀行は取り扱い

ができません。預金種目は普通または

当座に限ります。 

※口座名義人が認定保護者と異なる

場合、請求ごとに委任状の提出が必要

です。委任状の様式は幼稚園にありま

す。 

 

⑥認可外保育施設等の利用が対象

となるのは市外の一部の私立幼稚

園のみです。 

対象となる場合のみ、記入してく

ださい。 

対象となる園に在籍している場合 

認定通知書と一緒に市より案内を

お渡ししています。 

⑦幼稚園にてすでに記入してある

場合は、計算に誤りがないか確認し

てください。 

保護者にて記入する場合は、まず領

収書（幼稚園作成）に記載された預

かり保育の利用料を【施設に支払っ

た金額（a）】に記入してください。 

提供証明書（幼稚園作成）に記載さ

れた利用日数に４５０円をかけた

金額を【対象額（b）】に記入してく

ださい。 

【ａとｂで金額の低い方（ｃ）】を

記入してください。 

【認可外保育施設等に支払った金

額（ｄ）】は請求が認められる場合

を除き、０円としてください。 

【請求額】には「ｃ+ｄ」か月額上限 

１１，３００円（満３歳児は１６，

３００円）のどちらか低い方を記入

してください。 

表面 裏面 

⑧初回請求および振込口座を変更

する場合、通帳の表紙裏面（口座番

号、店番、預金種目、名義人が確認

できる部分）のコピーを添付して

ください。振込先が変わらない場

合、「前年度に償還払いを受けた進

級児」と「その進級児の弟・妹」は

提出不要です。（卒園児を除く） 

ペーパレス通帳（Web 通帳など）

の場合は口座番号等が確認できる

もののコピーを添付してくださ

い。振込口座の登録ミスを防止す

るためにご協力をお願いします。 

 

⑨作成できた請求書は、各私立幼稚園に提出してください。 

※幼稚園より領収書と提供証明書が発行されている場合は請求書に添付してください。 

＜お問い合わせ先＞ 

桜井市教育委員会学校教育課 

℡0744-42-9111（内線 8163） 

注意：この請求書は事前に施設等利用給付認定の２号・３号認定【保育認定】を受けた方が対象となります。 

また認定期間外の預かり保育利用料は請求の対象となりませんので、認定通知書の有効期間をご確認ください。 

書き間違えた場合は二重線で訂正し、訂正印を押してください。修正液や修正テープにより修正した場合は受理できません。 

なお６の請求内訳の金額を間違えた場合は再度作成してください。金額を訂正した場合は受理できませんので、ご了承ください。 

 


